
ぼうちゅうじゅつ【房中術】

男女の交合によって不老長生を得ようとする養生術。本来，男女の気を交えることで体内の陰陽の気の調和を
図り，あわせて精気の消耗を防いで健康を保持し長寿を得ようとする古代保健医学の一分野で，主として性
交の際の禁忌や技法を説く。その起源は古く，前漢の《漢書》芸文志には，すでに房中八家の書が記載されてお
り，また，近年湖南省長沙の馬王堆漢墓から出土した帛書（はくしよ）《養生方》には後世の房中術書の原型
的記事が見られる。 

「ことバンク」より

https://kotobank.jp/word/%E6%88%BF%E4%B8%AD%E8%A1%93-132297
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